
中小企業の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談事業、講習会、セミナーなどの事業を中心に、中小企業
の支援を行っている京都発明協会の行事をご案内します。

京都発明協会行事のお知らせ（11～１2月）

〔特許等取得活用支援事業〕「知財総合支援窓口」（近畿経済産業局委託事業）

〔京都府知的財産総合サポートセンター事業〕（京都府委託事業）

「知財総合支援窓口」における支援（無料）
「知財総合支援窓口」では、窓口支援担当者が中小企業等の抱える知的財
産に関する悩みや課題をワンストップで解決できる支援を無料で行いま
す。また、窓口において即座に課題解決ができない場合には、中小企業等
（個人事業主・創業予定の個人を含む）への直接訪問や知財専門家（弁護士・
弁理士等）との共同での支援により課題等の解決を図ります。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-326-0066又は075-315-8686　※詳細なご案内は、京都発明協会のホームページをご覧ください。〔http://kyoto-hatsumei.com/〕

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く)事前予約制です。
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00
◉場　　　所　京都発明協会 相談室

（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）

事前予約制です。
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による知財相談会（無料）
知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点等の
知的財産全般について無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込みください。電話：075-326-0066又は075-315-8686

◉日　　　程 １１月  ２日（月）河原 哲郎 氏　　１１月１９日（木）大坪 隆司 氏　　１２月１４日（月）大坪 隆司 氏
　　　　　　　１１月  ５日（木）大坪 隆司 氏　　１１月２６日（木）河原 哲郎 氏　　１２月１７日（木）河原 哲郎 氏
　　　　　　　１１月  ９日（月）笠松 信夫 氏　　１２月  ３日（木）笠松 信夫 氏　　１２月２１日（月）笠松 信夫 氏
　　　　　　　１１月１６日（月）小林 良平 氏　　１２月  ７日（月）小林 良平 氏　　１２月２４日（木）大坪 隆司 氏
◉相談時間帯 13:00～17:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所 京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象 原則、中小企業・個人事業主・創業予定の個人の方

事前予約制です。
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁護士による知財相談会（無料）
知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財
産に関する問題について無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込みください。電話：075-326-0066又は075-315-8686

◉日　　　程 １１月１１日（水）伊原 友己 氏　　１２月  ９日（水）拾井 美香 氏　
　　　　　　　１１月２５日（水）拾井 美香 氏　　１２月１６日（水）拾井 美香 氏
◉相談時間帯 13:00～17:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　原則、中小企業・個人事業主・創業予定の個人の方

相談員による“特許等の相談”（無料）
相談員が、発明、考案、意匠、商標等の産業財産権に関するご相談を受け、ご説明いたします。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686

◉日　　　程 毎週金曜日（休日、祝日を除く）事前予約制です。
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約制です。予約のない場合、
相談会は開催されませんので、
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が、産業財産権に関する様々な事柄について、無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686

◉日　　　程 １１月１０日（火）佐野 禎哉 氏　　１１月２４日（火）福本 将彦 氏　　１２月  ８日（火）矢野 正行 氏
 １１月１７日（火）中村 泰弘 氏　　１２月  １日（火）宮澤 岳志 氏　　１２月１５日（火）市岡 牧子 氏
◉相談時間帯 13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約がない場合、府内巡回“産業財産権相談会”は開催されませんので、
前日の15:00までにお申し込み下さい。

弁理士による府内巡回“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

◉日　　　程 １１月１９日（木）　舞鶴商工会議所（舞鶴市字浜６６） 佐野 禎哉 氏
 １２月１０日（木）　福知山商工会議所（福知山市字中ノ２７） 上村 喜永 氏
◉相談時間帯　13:30～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

京都発明協会行事のお知らせ

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686
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業務紹介

中小企業の研究開発の一翼を担う
　ものづくり企業が自社の独自性や優位性を高めていくため
には、研究開発が大きな役割を果たします。しかしそこには人
件費も含めて相当の投資が必要であり、しかも必ずしも成果
が短期的に現れるというものではないため、中小規模の企業
が単独で研究開発に取り組むには難しいところがあります。そ
こでその一翼を担うために当センターでは研究業務を支援の
大きな柱の一つに位置づけています。

■当センターが研究開発を行うことの意義

生きた知見がセンター全体の技術支援力を向上
　既存の技術情報を活用しての支援だけではなく、当セン
ターの職員が研究業務を通じて自らの手で試行錯誤すること
で、生きた知見を生み出すことができます。これは日々の技術
相談をはじめ試験や分析、機器のより効果的な活用など、セン
ター全体の技術支援力の向上にもつながっています。

　成果の活用や課題の持ち込みなど、研究開発の面でのお困
りごとも、まずは当センターにご相談ください。

■研究業務のもうひとつの意義

１） 研究の入口：テーマ設定にあたって

『技報』と『研究成果発表会』など～
　そして研究成果の普及や技術移転を図るために、個々の研究内容に
ついての論文をまとめて掲載した『技術センター技報』を年１回発行し
配布するとともに、研究者との意見交換や交流の場として研究成果発
表会とポスターセッション＆交流会を開催しています。
　また『技報』の内容はセンターのWebサイトでも公開しており、さら
にこの情報誌『クリエイティブ京都M&T』でも毎号１件以上の研究成
果の報告をダイジェストで掲載しています。

３） 研究の出口：成果の公開と普及

　上記のほか、企業個別の技術課題の
解決や新技術および新製品の開発等
につなげるため、個々の企業の依頼に
応じて研究を受託しています。（有料）
　また、企業連携等による技術開発や
新事業展開に対して、特定のセンター
職員が一緒になって継続的に技術開
発に取り組む「企業連携技術開発支援
事業」を実施しています。

４） オーダーメイド研究：個別の技術課題に対応

①外部の有識者を含めた客観的な評価
　研究テーマの設定から計画、実施、成果普及にあたっては、当セン
ター管理職と企業や大学等の有識者を委員とした研究課題評価制度
を導入し、当該研究の必要性や有効性、効率性等について事前、中間、
事後に客観的な評価をおこなっています。
②内部コーディネーターの配置【新規】
　また今年度から新たに、研究ごとに内部コーディネーターを配置し
て組織的かつ客観的に業務を進め、同時にスキルや内容の共有・継承
を図っています。

２） 研究の管理：効果的＆効率的に

当センターの技術支援業務は大きく４つあります。まずは技術課題や困りごとのお話を伺って対策や対処を考える「技術
相談」、成分分析や表面観察、精密測定などを承る「依頼試験」、そして保有機器を使用いただく「機器利用」、そして今
回ご紹介する「研究業務」です。

中小企業技術センターの研究機能をご活用ください
～府内企業の研究開発の一翼を担います～

①現場ニーズ、トレンド、未来を見据えて
　では、当センターが取り組むべき研究テーマは、どのようにして決め
ているのか。まずは日々の技術相談を通じて生じる「現場ニーズに則し
た」研究テーマ、ものづくり技術の厚みを増すという面からの「トレンド
を捉えた」研究テーマ、そして新産業創出や成長分野を念頭に置いた
「未来を見据えた」研究テーマを基本としてバランスの取れた設定を心
がけています。
②持ち込まれた相談の中から【新規】
　さらに今年度から新たに、技術相談で持ち込まれた課題について
「現場課題解決研究」と位置づけ、即時的かつ短期の研究テーマとして
設定できるようにしています。

樹脂粉末積層造形の成形品物性制御に関する調査
表面微細凹凸形状を有するＤＬＣの創製に関する研究
誘導結合プラズマ発光分析法による油中微量元素定量法の検討
電磁波シールド材料の性能測定における測定手法間比較
無機ナノ粒子を利用した高機能部材の調査・研究
漬物に含まれるオリゴ糖やペプチドのLC/MS及び機能性の調査
３Ｄ映像の現状と動向、簡易制作技術について
低融機能性フリット絵画用無鉛絵具製造技術の改善研究
高純度マグネシウム押出し成形におけるダイス形状の検討

平成27年度に成果を発表した研究テーマ

27年度の研究成果発表会やポスターセッションの様子（2015.8.3）

アスリート向けの補給食として
共同開発した焼き菓子


